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１．会社概要・中長期経営方針



ⒸASAHI GROUP HOLDINGS. All rights reserved. 4

Asahi Group Philosophy （経営理念）
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コーポレートステートメント
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会社概要・主要ブランド
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主要な会社及び事業

アサヒグループホールディングス株式会社（純粋持株会社）

日本・東アジア 欧州 アジアパシフィック

その他：アサヒバイオサイクル、アサヒクオリティアンドイノベーションズ、Asahi Global Procurement（シンガポール）など

アサヒグループジャパン株式会社
酒類・飲料・食品

Asahi Europe & International, LTD.
酒類

Asahi Beverages Pty. LTD.
酒類・飲料
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コーポレートガバナンス
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中長期経営方針 概要
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中長期経営方針 目指すべきポートフォリオ



ⒸASAHI GROUP HOLDINGS. All rights reserved. 11

価値創造プロセス



２．サステナビリティと経営の統合 インパクトの可視化
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サステナビリティと経営の統合

➢ サステナビリティを経営の根幹に位置付け、「サステナビリティと経営の統合」の実現に向けて、取り組
みを進めている。
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サステナビリティと経営の統合
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インパクトの可視化の目的

➢ 経営管理できる重要な指標を特定し、その指標を施策の優先
順位の決定や投資判断、進捗管理に組み込む

サステナビリティ活動のインパクトを可視化および指標化することにより、

➢ より高度化した情報開示を通じて、ステークホルダーとのエ
ンゲージメントを高める

事業や社会にポジティブ、ニュートラルなインパクトを創出する
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インパクトの可視化 4ステップ

➢ インパクトの可視化、指標化に向けて、４つのステップを設定しテーマごとに取り組みを進めている。
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インパクトの可視化 詳細フロー
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ロジックモデル（価値関連図）

2024年版価値関連図_環境テーマに一部抜粋
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価値関連図の作成プロセス

戦略 活動
アウト
プット

アウトカム
インパクト
事業・社会

財務・
企業
価値

➢ 価値関連図は、「活動 → アウトプット → アウトカム → インパクト → 企業価値」という流れを明
確に整理し、仮説を設定したうえで指標設定、データ収集、分析・検証を行っている。

この範囲の解像度を高め、具体化する
特に社会インパクトは受益者を明確にする
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インパクトの可視化 詳細フロー
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事業・社会インパクトの可視化

➢ サステナビリティ活動の成果を、それぞれのロジックに基づき財務的に可視化する取り組みを進め
ている。

事業インパクト

社会インパクト

サステナビリティ活動による事業への貢献度合いを財務的に可視化

➢ 商品・サービスによる収益効果の可視化

➢ 現在（や将来）のリスク回避による収益効果の可視化
(炭素税のコストなど)

サステナビリティ活動による社会への貢献度合いを財務的に可視化

➢ インパクト加重会計を活用した
社会インパクト（環境・製品・雇用）の可視化

サステナビリティ活動と成果
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事業インパクトの可視化 事例

2023年ラベルレス商品
売上金額

購入理由
（環境理由の割合）

貢献売上金額× ＝

商品・サービスによる直接的な収益効果

現在（や将来）のリスク回避による収益効果

ラベルレス商品の
CO2排出削減量

ICP単価
＊発生すると仮定  

貢献金額× ＝

➢ 2023年、アサヒ飲料の「ラベルレス商品」を対象に、環境配慮を理由とした購入割合などを基に収
益貢献度を試算した。

➢ また、炭素税が導入された場合を想定し、コスト回避効果についても試算した。

*日本は炭素税未導入エリアのため、導入されたと仮定しての試算
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社会インパクトの可視化 事例

➢ ビール酵母細胞壁由来の農業資材（CW1）を使用することで、節水型の乾田直播栽培*が可能となった。
その効果を以下のプロセスに沿って社会インパクトとして可視化した。

➢ 従来の水稲栽培と比較した結果、農産物1単位あたりのライフサイクルGHG排出量が約65％削減され
る効果が確認された。また、1か所の試験農場でCW1を使用した際の社会インパクトは約291万円、農
産物（米）1tあたりでは約1.8万円と試算された。

*乾田直播とは、水を張らない状態の田に種子をまき、
出芽が揃った後に湛水する栽培方法。従来の田起こ
し、水張り、代掻き、苗代づくり、田植えなどの作
業工程が不要となり、低コスト化・省力化が可能。
また、水田栽培に比べ温室効果ガスであるメタンガ
スの発生抑制や、水資源使用量削減も期待できる気
候変動対策にも適した米栽培方法と言われている。
節水型乾田播栽培は、出芽後も湛水しない栽培方法
で、通常の乾田直播栽培よりも更に低コスト化・省
力化が可能。



ⒸASAHI GROUP HOLDINGS. All rights reserved. 24

インパクトの可視化 詳細フロー
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間接的な価値の道筋(間接的な効果)

コミュニケー
ション

直接的な価値の道筋(直接的な効果)
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インパクトがもたらす企業価値向上への効果の可視化

➢ サステナビリティ活動によって創出した事業インパクトや社会インパクトが企業価値向上に与える直
接・間接の効果を、金額換算や財務指標を用いて可視化する取り組みを継続している。

サステナビリティ活動と成果 財務・企業価値インパクトによってもたらす価値

企業価値向上

事業
インパクト

社会
インパクト

- 商品・サービス
- 現在や将来の

リスク回避

サステナビリティ活動で創出したインパクトによる
企業価値向上への効果を可視化

サステナビリティ活動によって
創出したインパクトを可視化

財務的価値

- 社会への貢献

財務的に可視化された事業インパクトは、
直接的に企業価値向上へつながる

サステナビリティ活動によって創出された社会イン
パクトが、ステークホルダーを通じたレピュテー
ション効果として企業価値向上へつながることを財
務的に定量化、もしくは、証明する

直接的

間接的
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